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代
　
表
　
質
　
問

公
　
明
　
党

内
田
俊
英

内
田
俊
英

　

不
足
す
る
消
防
団
員
の

確
保
策
と
し
て
、
大
規
模

災
害
時
に
限
定
し
て
活
動

す
る
大
規
模
災
害
団
員
と

い
う
新
た
な
枠
組
み
が
提

唱
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
活

動
内
容
は
情
報
収
集
や
避

難
誘
導
、
避
難
所
運
営
な

ど
で
、
こ
れ
ら
は
普
段
、

自
治
会
役
員
が
担
っ
て
い

る
。
こ
の
制
度
の
導
入

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

活
性
化
や
地
域
の
方
の
防

災
意
識
向
上
に
つ
な
が
る

と
思
う
が
、
導
入
に
つ
い
て

市
の
考
え
は
。

　
　
消
防
長　

大
規
模
災

　
　

害
時
に
は
基
本
団
員

だ
け
で
は
十
分
に
対
応
で

き
な
い
こ
と
が
想
定
さ

れ
、
大
規
模
災
害
団
員
制

度
は
マ
ン
パ
ワ
ー
の
確
保

に
有
効
だ
と
考
え
て
い

る
。
し
か
し
、
災
害
現
場

で
の
基
本
団
員
や
自
主
防
災
組
織

な
ど
と
の
役
割
分
担
、
指
揮
命
令

や
活
動
の
把
握
な
ど
、
導
入
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
も
あ
る
の
で
、

当
面
は
基
本
団
員
を
充
足
さ
せ
て

の
消
防
力
強
化
に
取
り
組
む
。
将

来
的
に
は
大
規
模
災
害
時
の
マ
ン

パ
ワ
ー
確
保
に
つ
い
て
、
地
域
の

意
見
も
聞
き
な
が
ら
実
情
に
合
っ

た
解
決
方
法
を
見
つ
け
た
い
。

　

河
川
敷
な
ど
で
刈
り
取
っ

た
雑
草
を
発
酵
さ
せ
、
腐
葉

土
と
し
て
活
用
す
る
事
業
を

行
う
市
内
企
業
が
全
国
か
ら

注
目
さ
れ
て
い
る
。
実
験
段

階
だ
が
、
先
日
「
か
い
ぼ
り
」

を
行
っ
た
丸
亀
城
内
堀
の
ヘ

ド
ロ
や
石
垣
修
繕
の
石
置
き

場
候
補
地
の
雑
草
も
資
源
と

な
る
可
能
性
が
あ
る
。
慎
重

な
協
議
が
必
要
だ
が
、
話
が

進
め
ば
循
環
型
社
会
の
実

現
、
ひ
い
て
は
国
連
の
進
め

る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
と
呼
ば
れ

る
理
念
に
も
合
致
す
る
。
こ

う
し
た
取
り
組
み
を
市
の
一

大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
す
る
考

え
は
。

　
　
市
長　

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
は
２

　
　

０
３
０
年
ま
で
に
達
成
す
る

べ
き
国
際
目
標
の
こ
と
で
、
気
候

変
動
へ
の
対
策
な
ど
17
項
目
で
構

成
さ
れ
、
世
界
が
抱
え
る
課
題
を

包
括
的
に
掲
げ
て
い
る
。
こ
の
理

念
を
職
員
が
理
解
し
、
施
策
に
反

映
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て

お
り
、
丸
亀
城
内
堀
の
水
質
浄
化

な
ど
で
も
再
利
用
を
含
め
た
具
体

策
の
検
討
を
進
め
た
い
。「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
」
の
考
え
は
今
後
の
地
方
行

政
に
重
要
な
も
の
と
捉
え
、
持
続

可
能
な
地
域
づ
く
り
の
責
務
を
果

た
し
て
い
き
た
い
。

　

丸
亀
駅
北
側
は
非
常
に
魅

力
的
な
エ
リ
ア
だ
が
、
再
開

発
が
進
ん
で
い
な
い
。
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
と
今
後
の

再
開
発
の
見
通
し
は
。

　
　
都
市
整
備
部
長　

こ
の
エ
リ

　
　

ア
の
地
域
資
源
を
生
か
し
た

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
み
、
事
業
化
の
動
き
も
あ

っ
た
が
実
現
に
は
至
ら
な
か
っ

た
。
新
年
度
に
は
福
島
町
の
空
き

店
舗
を
利
用
し
て
交
流
や
観
光
、

情
報
発
信
な
ど
の
拠
点
と
な
る
施

設
が
整
備
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て

い
る
。
市
と
し
て
は
こ
れ
ら
の
事

業
を
支
援
し
、
駅
北
エ
リ
ア
の
活

性
化
に
つ
な
げ
た
い
。　

Ａ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ｑ

Ｑ

大
規
模
災
害
団
員
の
導
入
で

地
域
の
防
災
意
識
向
上
を

循
環
型
社
会
へ
の
取
り
組
み

市
の
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

進
ま
な
い
再
開
発

駅
北
エ
リ
ア
の
今
後
は

表代

お堀のヘドロも資源になる可能性を秘めている
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11
人
の
議
員
が
市
政
を
問
う

●（
仮
称
）
丸
亀
城
応
援
団
の
創

設
●
増
え
続
け
る
丸
亀
で
働
く
外
国

人
と
の
共
生

大
西
　
　
浩

●
自
治
会
振
興
費

横
田
　
隼
人

水
本
　
徹
雄

●
災
害
対
応
（
液
体
ミ
ル
ク
備

蓄
）

三
宅
　
真
弓

●
学
校
給
食
（
ビ
タ
ミ
ン
強
化

米
）

松
浦
　
正
武

●
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
制
度
導
入

福
部
　
正
人

●
高
い
国
保
税
子
供
の
均
等
割
り

軽
減
を

中
谷
真
裕
美

●
本
市
に
お
け
る
児
童
虐
待
の
現

況
と
今
後
の
対
応

竹
田
　
英
司

●
大
手
町
／
北
消
防
署
の
訓
練
塔

整
備
計
画

武
田
　
孝
三

香
川
　
　
勝

●
消
防
団
充
実
強
化
法

●
児
童
虐
待
防
止
の
仕
掛
け

神
田
　
泰
孝

質
問
者

要
約
文
掲
載
項
目

消
防
訓
練
塔

完
成
ま
で
の
期
間
は武田孝三議員

総
　
括
　
質
　
疑

消
防
長　

訓
練
塔
や
車
庫
な

ど
の
建
設
に
は
、
配
置
計
画

や
予
定
規
模
と
構
造
の
決
定
、
基
本

設
計
、
実
施
設
計
の
期
間
が
必
要
だ

が
、
設
計
を
進
め
る
に
は
新
市
民
会

館
の
建
設
計
画
と
の
調
整
が
必
要
と

な
り
、
そ
の
後
の
工
事
発
注
の
準
備

か
ら
施
工
ま
で
の
期
間
を
合
わ
せ
る

と
、
完
成
ま
で
の
期
間
は
お
お
む
ね

４
年
は
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

訓
練
塔
の
立
地
条
件
と
し
て
、
消

防
署
の
近
く
に
設
置
す
る
こ
と
を
定

め
た
法
令
は
な
い
が
、
救
急
業
務
に

従
事
す
る
隊
員
も
含
め
て
訓
練
を
実

施
す
る
た
め
に
は
、
消
防
署
と
訓
練

塔
は
極
力
隣
接
し
た
場
所
に
な
い
と

救
助
活
動
も
含
め
た
消
防
力
の
強
化

は
難
し
い
。
全
国
的
に
も
消
防
署
に

隣
接
し
て
訓
練
塔
が
設
置
さ
れ
て
い

る
事
例
が
一
般
的
で
あ
る
。

　
消
防
訓
練
塔
の
移
転
、
改
築
先
は
消
防
庁
舎
付
近
が
望
ま
し
い
と
示

さ
れ
て
い
る
が
、
新
市
民
会
館
建
設
計
画
な
ど
も
あ
り
、
用
地
確
保
が

停
滞
し
て
い
る
。
訓
練
塔
、
車
庫
な
ど
消
防
に
必
要
な
施
設
の
建
設
に

要
す
る
期
間
を
ど
の
程
度
見
込
ん
で
い
る
の
か
。
ま
た
、
訓
練
塔
の
立

地
条
件
は
あ
る
の
か
。

Ａ

訓練塔整備が検討される北消防署付近

Q

総
括
質
疑
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地
域
を
守
る
消
防
団

装
備
の
充
実
を

香川　勝　議員

大西　浩　議員

総
　
括
　
質
　
疑

Ａ
消
防
長　

同
法
の
成
立
に
よ

り
、
消
防
団
員
の
安
全
確
保

の
た
め
の
装
備
や
救
助
活
動
用
資
機

材
の
充
実
を
目
的
に
消
防
団
の
装
備

の
基
準
も
改
正
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
第
一
か
ら
第
六
ま
で
全
て
の
方

面
隊
に
油
圧
救
助
器
具
を
配
備
す
る

と
と
も
に
、
油
圧
ジ
ャ
ッ
キ
、
バ
ル

ー
ン
型
投
光
器
な
ど
を
島
し
ょ
部
の

分
団
に
配
備
し
た
。
さ
ら
に
は
防
塵

マ
ス
ク
や
安
全
靴
、
耐
切
創
手
袋
な

ど
の
装
備
の
充
実
も
図
っ
て
い
る
。

大
規
模
災
害
時
に
は
消
防
団
単
独
で

の
消
火
活
動
や
負
傷
者
救
出
も
予
想

さ
れ
、
団
員
の
安
全
確
保
の
た
め
島

し
ょ
部
の
分
団
か
ら
順
次
、
新
型
防

火
服
の
整
備
を
計
画
し
て
い
る
。
今

後
も
消
防
団
の
装
備
充
実
を
図
っ
て

い
く
。

　
消
防
団
が
地
域
の
安
全
確
保
の
た
め
に
果
た
す
役
割
は
大
き
く
、
大

災
害
が
多
く
発
生
す
る
中
で
消
火
活
動
、
災
害
救
助
、
防
災
活
動
と
任

務
の
量
や
範
囲
は
増
え
て
い
る
。
平
成
25
年
12
月
に
消
防
団
等
充
実
強

化
法
が
成
立
し
た
が
、
消
防
団
の
予
算
や
装
備
な
ど
は
ど
う
変
化
し
た

の
か
。
今
後
、
市
は
ど
の
よ
う
な
施
策
を
と
る
の
か
。

Ａ
市
長　

外
国
人
か
ら
の
相
談

や
各
種
手
続
き
に
は
、
国
際

交
流
協
会
と
連
携
し
、
通
訳
な
ど
に

よ
り
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、
保
育

現
場
な
ど
で
は
外
国
語
翻
訳
資
料
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
翻
訳
機
能
な
ど

を
利
用
し
業
務
に
当
た
っ
て
い
る
。

近
年
は
相
談
業
務
が
増
加
し
、
専
門

性
も
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
は
外
部
の
協
力
も
得
て
支
援
し

て
い
く
。

　

こ
の
ほ
か
、
国
際
交
流
協
会
と
連

携
し
て
実
施
し
て
い
る
日
本
語
教
室

や
日
本
の
ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー
な
ど
の

生
活
指
導
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、

地
域
社
会
の
中
で
外
国
人
が
孤
立
し

な
い
よ
う
、
生
活
習
慣
の
違
い
に
よ

る
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
に
努
め
、地

域
で
の
触
れ
合
い
や
交
流
に
進
ん
で

参
加
で
き
る
よ
う
に
多
様
な
手
段
で

情
報
発
信
を
行
っ
て
い
く
。

　

今
後
も
国
籍
や
民
族
の
違
い
に
関

係
な
く
共
生
で
き
る
環
境
の
醸
成
に

努
め
た
い
。

　
出
入
国
管
理
法
の
改
正
に
よ
り
、
外
国
人
労
働
者
の
増
加
が
見
込
ま

れ
て
い
る
。
本
市
に
も
多
く
の
外
国
人
労
働
者
が
暮
ら
し
て
お
り
、
共

生
の
た
め
の
支
援
策
強
化
が
求
め
ら
れ
る
が
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

消防団に配備される救助用機材

Q

お城まつりに参加する国際交流協会

Q 本
市
で
学
び
働
く
外
国
人

共
生
の
取
り
組
み

本
市
で
学
び
働
く
外
国
人

共
生
の
取
り
組
み



2019.5 12 No.75

自
治
会
加
入
促
進

効
果
的
な
施
策
を

横田隼人議員

水本徹雄議員

総
　
括
　
質
　
疑

Ａ
生
活
環
境
部
長　

自
治
会
育

成
補
助
金
は
、
自
治
会
の
育

成
活
動
支
援
を
目
的
に
、
加
入
す
る

一
世
帯
当
た
り
３
０
０
円
を
自
治
会

に
交
付
し
て
い
る
。
増
額
す
る
こ
と

で
自
治
会
に
資
金
面
の
余
裕
が
生
ま

れ
、
自
治
会
費
や
自
治
会
費
以
外
の

負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら

れ
る
が
、
現
時
点
で
の
自
治
会
数
や

加
入
世
帯
数
を
考
え
る
と
、
増
額
に

は
か
な
り
の
予
算
が
必
要
と
な
る
。

近
年
、
自
治
会
が
抱
え
る
問
題
に
は

金
銭
面
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
事

項
も
増
え
て
い
る
の
で
、
自
治
会
加

入
の
促
進
に
は
ど
の
よ
う
な
支
援
が

必
要
か
、
補
助
制
度
の
見
直
し
も
検

討
し
な
が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
連

合
自
治
会
と
の
連
携
を
密
に
し
、
市

民
へ
の
周
知
啓
発
や
未
加
入
世
帯
へ

の
働
き
か
け
な
ど
多
方
面
か
ら
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

　
自
治
会
加
入
者
に
求
め
ら
れ
る
共
同
募
金
な
ど
自
治
会
費
以
外
の
負

担
は
、
自
治
会
加
入
率
低
下
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
。
加
入
率
を
上
げ

る
に
は
、
ほ
か
の
事
業
予
算
を
削
っ
て
自
治
会
育
成
補
助
金
を
増
額
さ

せ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、市
は
自
治
会
加
入
促
進
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

教
育
部
長　

よ
り
多
く
の
方

に
石
垣
復
旧
に
参
画
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
復
旧

復
興
に
向
け
て
の
気
運
の
醸
成
が
重

要
だ
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本

市
ゆ
か
り
の
著
名
人
に
よ
る
動
画
メ

ッ
セ
ー
ジ
発
信
の
ほ
か
、
復
旧
工
事

現
場
の
定
期
的
な
公
開
や
石
の
運
搬

体
験
な
ど
市
民
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
出
前

講
座
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
捉
え
て
市
民
参
画
の
促
進

に
努
め
る
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

で
、
丸
亀
城
応
援
団
と
し
て
石
垣
復

旧
に
参
画
す
る
市
民
が
増
え
、
結
果

と
し
て
石
垣
復
旧
の
目
安
と
な
る
５

年
後
に
は
、
市
に
対
す
る
誇
り
や
愛

着
が
根
付
き
、
将
来
的
に
は
豊
か
で

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
の
実
現
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
る
。

　
丸
亀
城
石
垣
の
復
旧
に
は
、
全
市
を
挙
げ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
市
民
や
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
た
ち
の
一
体
感
を
醸
成
す
る

た
め
、
例
え
ば
丸
亀
城
応
援
団
の
設
置
な
ど
の
取
り
組
み
を
し
て
は
ど

う
か
。
石
垣
復
旧
を
通
じ
、
市
民
の
誇
り
を
強
く
す
る
よ
う
な
方
策
に

つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

Ａ

Q

石垣復旧に寄せられた多くのメッセージ

Q 丸
亀
城
応
援
団
設
置
で

高
め
よ
う
市
民
の
誇
り

丸
亀
城
応
援
団
設
置
で

高
め
よ
う
市
民
の
誇
り

自治会加入状況 （毎年4月1日現在）

H30 855 44,781 53.12,37623,785
H29 856 44,551 54.02,38724,078
H28 857 44,105 55.42,39024,441
H27 856 44,759 55.32,38924,737
H26 850 44,206 56.62,37925,002
年度 自治会数 全世帯数 加入率（％）班数加入世帯数


